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都
市
計
画
審
議
会
市
民
委
員

を
募
集

　

都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
を
審
議

し
ま
す
。
同
審
議
会
は
、
学
識
経
験

者
、
市
議
会
議
員
、
市
民
委
員
な
ど
、

17
人
程
度
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
＝
9
月
10
日
現
在
、
20
歳
以

上
で
、
市
内
に
引
き
続
き
3
か
月
以

上
在
住
し
、
平
日
昼
間
の
会
議（
年

4
回
〜
5
回
を
予
定
）に
出
席
で
き

る
方
▼
任
期
＝
任
命
の
日
か
ら
2
年

間
▼
報
酬
＝
1
回
1
万
8
0
0
円
▼

募
集
人
数
＝
2
人（
選
考
）▼
応
募
方

法
＝
9
月
10
日（
火
）〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
ま

た
は
任
意
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
、

 「
人
口
減
少
、
少
子
・
超
高
齢
社
会

に
お
け
る
立
川
の
都
市
づ
く
り
」
に

つ
い
て
の
意
見（
8
0
0
字
程
度
）、

他
の
審
議
会
等
の
委
員
を
務
め
て
い

る
方
は
そ
の
名
称
と
任
期
を
書
い
て
、

直
接
、
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
で
都
市
計
画
課
都
市
計
画

係（
市
役
所
2
階
73
番
窓
口
）内
線

2
3
6
5

Fax（
5
2
2
）9
7
2
5
e

toshikeikaku@
city.tachikaw

a.
lg.jp

へ
地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連

携
協
定
を
締
結

　

市
は
、
東

京
海
上
日
動

火
災
保
険
株

式
会
社
と
、

 「
地
方
創
生

に
関
す
る
包

括
連
携
協

定
」
を
7
月

29
日
に
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
の

振
興
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
へ

の
支
援
、
健
康
増
進
、
環
境
保
全
な

ど
の
分
野
で
、
相
互
に
連
携
・
協
力

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
締
結

し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
・
内
線
2
6
8
7

児
童
虐
待
の
未
然
防
止
と
早

期
発
見
に
向
け
た
情
報
共
有

等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

市
は
、
立

川
警
察
署
と

「
児
童
虐
待

の
未
然
防
止

と
早
期
発
見

に
向
け
た
情

報
共
有
等
に

関
す
る
協
定
」

を
７
月
29
日

に
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
児
童
虐
待
を
未
然

に
防
ぎ
、
児
童
虐
待
等
の
事
案
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
連
携

強
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。
市
と
警

察
署
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま
え
、

今
後
一
層
、
児
童
の
安
全
確
認
・
安

全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
・
内

線
4
0
6
0

優
秀
工
事
事
業
者
を
表
彰

　

市
は
、
発
注
し
た
工
事
を
優
秀
な

成
績
で
完
成
さ
せ
た
市
内
事
業
者
を

7
月
26
日
に
表
彰
し
ま
し
た
。

●
個
別
成
績
部
門　

▼
市
道
東
7
号

線
改
良
工
事
＝
邦
英
建
設（
株
）〔
一

番
町
1
丁
目
〕▼
二
中（
屋
内
運
動

場
）中
規
模
改
修
工
事（
建
築
）＝
砂

川
建
設（
株
）〔
砂
川
町
5
丁
目
〕

●
平
均
成
績
部
門　

▼（
株
）白
木
土

建〔
砂
川
町
2
丁
目
〕▼（
有
）澄
川
電

設〔
一
番
町
6
丁
目
〕▼
新
田
電
業

（
株
）〔
高
松
町
2
丁
目
〕▼
田
中
電
設

工
業（
株
）〔
柴
崎
町
2
丁
目
〕▼
日
本

発
電
建
設（
株
）〔
高
松
町
2
丁
目
〕▼

（
有
）空
調
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ〔
砂

川
町
2
丁
目
〕

問
品
質
管
理
課
・
内
線
2
4
5
3

幼児教育・保育の無償化が始まります

●主な対象サービスと無償化の内容

8
月
15
日（
木
）正
午
か
ら
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
あ
わ
せ
、
平
和
を
願
っ
て
1
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す〔
総
務
課
〕

納付書裏面等に記載の場所で納付してください問
市税＝収納課管理係・内線1240、国民健康保険
料＝保険年金課賦課係・内線1416、後期高齢者
医療保険料＝保険年金課賦課係・内線1406、介
護保険料＝介護保険課介護保険料係・内線1446

▷市・都民税第2期分▷国民健康保険料第
2期分▷後期高齢者医療保険料第2期分▷
介護保険料第2期分

9月2日月今月の
納期

　国の制度により、10月から幼児教育・保育の無償化が始まります。
対象は、３歳～５歳の子どもと、住民税非課税世帯の０歳～２歳の子ど
もです。
　主な対象サービスと内容は、下図のとおりです。
　なお、通園のバス代、行事費、園服代、給食費などは無償化の対象に
なりません。

●幼稚園で無償化の対象となるためには「認定」を受ける必要があります。

●幼稚園の預かり保育や認可外保育施設で無償化の対象となるためには「保育の

必要性の認定」を受ける必要があります。

●保育所への入園申し込みなどにより、すでに「保育の必要性の認定」を受けて

いる場合は手続き不要です。

●住民税非課税世帯の０歳～２歳児については限度額が変わります。

●就学前障害児の発達支援も無償化の対象です（手続き不要）。

問保育課・内線1323

無償
（幼稚園は月額２．５７万円まで）

●幼稚園
●認定こども園利用

無償●保育所
●認定こども園

月額2.57万円まで無償
加えて預かり保育は
月額1.13万円まで無償

●幼稚園
●幼稚園の預かり保育

●認可外保育施設
●一時預かり事業など 月額3.7万円まで無償利用（複数利用）

利用

利用

保育の必要性の
認定事由に該当する子ども

上記以外

●共働き家庭
●シングルで働いている家庭　など

●専業主婦（夫）家庭　など

３歳～５歳

３歳～５歳

10月から

　市はこの国の制度に独自の上乗せをして、保育所の給食費の一部
補助と幼稚園園児補助金の拡大を行います。これにより、保育所で
は月額1,000円をご負担いただくこととし、幼稚園では市補助額を
これまでの月額4,000円から5,300円に引き上げます。

さらに立川市独自で子育て世帯を応援

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から


